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。
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に
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蜘
眠
時
糾
た
も
の
で
あ
る
。
第
四
容
は
、
此

報
告
書
り
本
文
を
な
す
も
の
で
、
一
一
部
よ

h
成
り
、

2
2
H
は

Z
2
2
M
Y壱
〉
四
日

EHEMZ
皇
内
山
〉
回
一
一
巳
5
5

r
二
Z
E
Zユロ
E
Hり

2丘
町
戸
戸

H
E号
、
己
題

L
、
調
外
海
運

に
於
り
る
八
十
の
ヨ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
、
そ
の

組
織
の
概
要
一
を
記
載

L
、
且
つ
合
衆
闘
の
餓
道
曾
一
世
こ

外
閥
海
運
曾
刑
己
の
契
約
金
田
舎
も
載
せ
一
1
あ
る
。
同
〆
ユ

ロ

は

m
Z
E
2
-
L町
内

OBFUEq
〉豆一

E円一。
-
E
E
己』。

〉
E
2
2ロ
ロ
。
日
2
z
n
J『
同
白
血
の
ご
題
し
一
工
、
専
ら
園
内

に
於
り
る
水
運
曾
枇
聞
の
協
定
、
及
び
水
町
通
曾
枇
己
陸

迩
曾
耐
己

ω協
定
e
T
説
明
し
た
も
の
で
ゐ
る
。
而
し
て

此
第
四
谷
に
は
.
更
に
岡
山
内

S
E
E
S
E
E言
。
ご
]
高

円
。
百
日
互
の
の
が
添
へ
て
あ
る
。

此
報
告
書
は
、
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
組
織
内
容
を
記

載
す
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に
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知
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に
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。
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叉
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す
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ら
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あ
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概
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